
 芦田川水害タイムラインの特徴
 芦田川水害タイムラインのこれまでの検討経緯
 本ワーキングの目的

 台風の状況
 中国地方に影響を及ぼした主な豪雨
 今年度の水害タイムラインの運用状況

 洪水に関する危険度情報（水害リスクライン・キキクル）の一体的発信について
 ハザードマップポータルサイトの新機能について
 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表時間の前倒しについて

 振り返りワーキングの内容

広島県 危機管理課
広島県 土木建築局 道路河川管理課
広島県 東部建設事務所 管理課
福山市 危機管理防災課
福山市 上下水道局 水づくり課・上下水道計画課
府中市 危機管理監・危機管理監危機管理課
広島県警察本部 警備部危機管理課
福山東警察署・福山西警察署 警備課・
福山北警察署・府中警察署
福山地区消防組合消防局
広島地方気象台
陸上自衛隊 第13旅団 第46普通科連隊
中国電力ネットワーク株式会社
福山ネットワークセンター
中国電力ネットワーク株式会社
福山ネットワークセンター 新高山事務所 変電課
福山ガス株式会社 供給本部供給管理グループ
西日本電信電話株式会社 中国支店設備部災害対策室
西日本高速道路株式会社 福山高速道路事務所統括課
NHK広島放送局
八田原ダム管理所
福山河川国道事務所 流域治水課

福山河川国道事務所
令和6年１月１9日

－次第－
1.芦田川水害タイムラインの検討経緯・
本ワーキングの目的

2.令和5年度出水期の概要について
3.令和6年度の水害タイムライン運用に向けた見直
し案（概要説明）

4.振り返り（意見交換）
テーマ1：令和5年出水期に関する意見交換
テーマ2：令和6年度のタイムライン運用に向け

た見直し案に関する意見交換
5.関係機関への伝達事項
6.今後の予定

防災対応に係る伝達情報の変更点の振り返り・周知啓発に係る参考情報等の紹介を併せて実施

大河川・中小河川の危険度を一体的に閲覧できる
新機能（洪水に関する危険度情報の一体的発信）

ハザードマップポータルサイトの新機能
・住所検索機のの追加
・複数の水害リスク（洪水・高潮等）のうち、被
害が最大となる情報を自動表示

・災害リスク情報の読み上げ機能・文章表示

WEB会議システムによるワーキングの様子

１．芦田川水害タイムラインの概要について

５．関係機関等への伝達事項

２．令和5年出水期の概要

※次第４・５の詳細は次頁

 参加機関



４．令和６年度運用に向けた改善案について

TLレベル１
（１日前準備）

TLレベル２

TLレベル３

前線性降雨の予報の場合台風接近・上陸の予報の場合

TLレベル0
（３日前準備）

TLレベル0
（２日前準備）

タイムラインレベル

＜発表情報（想定）＞
・3日先までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「高」）

＜発表情報（想定）＞
・2日先までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「高」）

＜発表情報（想定）＞
・翌日までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「高」）

＜発表情報（想定）＞
・台風情報（県気象情報） 及び
・3日先までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「中」）

＜発表情報（想定）＞
・台風情報（県気象情報） 及び
・台風説明会の実施 及び
・2日先までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「中」）

＜発表情報（想定）＞
・台風情報（県気象情報） 及び
・翌日までの早期注意情報
（警報級（大雨）の可能性「中」）

い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
立
ち
上
げ
・
周
知

状
況
に
応
じ
て
立
ち
上
げ
・
周
知

立
ち
上
げ
・
周
知

レベル移行

レベル移行

レベル移行

・氾濫注意水位の超過
・氾濫注意情報

・避難判断水位の超過
・氾濫警戒情報

・氾濫危険水位の超過
・氾濫危険情報

立ち上げ又は移行

立ち上げ又は移行

立ち上げ

：気象・水象情報、行政機関からの発表情報等

・長時間の小規模な降雨 又は
・局所的な短時間豪雨 などの場合

・小規模降雨 又は
・無降雨 継続時

※「警報級の可能性」や「警報」が発表されていな
い段階での気象の急変による突発的・局所的な降
雨

＜発表情報（想定）＞
・水防団待機水位の超過

＜発表情報（想定）＞
・大雨警報（浸水害）等の発表

又は

上記の段階で、各機関はレベル1へ移行
タイムライン事務局はレベル1を周知

立
ち
上
げ

【想定する状況】
・「警報級の可能性」や「大雨警報」などが発表され
ていない段階で小規模降雨の長期継続・無
降雨からの突発的な豪雨による状況の急
変時を想定

【上記で運用するタイムラインレベル】
・タイムラインレベル1

【「レベル1」発動のタイミング】
・大雨警報（浸水害） 発表時 又は

・洪水警報 発表時 又は
・芦田川の水位が水防団待機水位を超過した場合

「運用方法」への追加事項

次年度の
「運用方法」へ明記

５．令和５年の出水期対応の振り返り・意見交換で得られた参加機関からの意見・共有情報

【福山市】
・従前は本庁警備室で洪水警報を受信したのち、参集職員に電話連絡を行い参集を
実施していた。

・既存のシステムを活用し、洪水警報受信時に、配備予定の職員に自動で参集要請
のメールを配信する方式とした。

・責任者からの連絡を待つことが無く、参集が可能になり、参集までの所要時間が
短縮された。

職員参集の新システムの導入について
【福山市】
・職員参集研修の中で、災害対応に関するEラーニングを実施している。
・毎年5月に風水害対策訓練を実施しており、異動初年度者を対象に、災害対策本部にお
ける各対策班の役割等を確認。

【東部建設事務所】
・水防勤務対象者に対し、机上訓練を実施。若手職員がプレーヤー、各課長がアドバイ
ザーとなり、提示する情報に対し、対応を考えてもらい、アドバイスを実施。道路・河
川・排水機場等に関する知識を身につけてもらう機会としている。

【広島県危機管理課】
・異動初年度者を対象に研修を実施。
・県で導入している防災対応時のシステムについて、県・市町職員に説明会を実施。【広島地方気象台】

・線状降水帯の発生について、最大30分前から情報を提供。
・すでにある程度大雨が降っている状況で、3時間積算雨量を基準に発表。

「顕著な大雨に関する気象情報」の発表時間の前倒しについて

新入職員・異動者等に対する研修等について
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